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「
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

一
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
理
解
啓
発
を
図
ろ
う

一
、
北
身
協
お
よ
び
加
盟
団
体
の
組
織
強
化
を
図
ろ
う

【
大
会
概
要
】

●
開
会
さ

と
う

ひ
で

お
み

佐
藤

秀
臣
副
大
会
長
（
北
身
協

副
会
長
）
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
で

全
道
大
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
・
物
故
者
へ
黙
祷
の
あ

あ
か

さ
か

ま
さ
る

と
、
赤
坂

勝
大
会
長
（
北
身
協
会

長
）か
ら
、大
会
の
開
催
に
あ
た
り
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
市
当
局
・
福
祉

関
係
諸
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
多
く

の
市
民
の
皆
様
、
後
志
地
区
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
の
皆
様
、
そ
し
て
地

元
小
樽
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
皆

様
に
感
謝
と
、北
海
道
善
行
賞
・
北
身

協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
る
方
に
お

祝
い
と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

も
り

い

続
い
て
、
名
誉
大
会
長
の
森
井

ひ
で

あ
き

秀
明
小
樽
市
長
よ
り
、「
第
６５
回
全

道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
小
樽
市

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
、
地
元
を
代

表
し
て
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
開
催

に
あ
た
り
ご
尽
力
、
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
、
歓
迎
の
お
こ
と
ば

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

●
式
典
・
表
彰

表
彰
は
、北
海
道
善
行
賞（
知
事
表

彰
）の
自
立
活
動
者
５
名
、自
立
支
援

功
労
者
の
１
名
、
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
会
長
表
彰
の
自
立
更
生

者
１３
名
、救
護
功
労
者
１８
名
に
、表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、北
海
道
知
事（
代
理

後

は
し

も
と

あ
き
ひ
と

志
総
合
振
興
局
局
長

橋
本

彰
人

様
）、
北
海
道
議
会
議
長（
代
理

小
は
っ

た

樽
市
選
出
北
海
道
議
会
議
員

八
田

も
り

し
げ

よ
こ

盛
茂
様
）、
小
樽
市
議
会
議
長

横

た

ひ
さ

と
し

田

久
俊
様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
の
あ
と
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
中
山

き
み

子
（
小
樽
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

よ
り
「
受
賞
者
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
お
礼
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
私
た
ち
受
賞
者
一
同
は
、
今
回

の
受
賞
を
励
み
と
し
、こ
れ
か
ら
も
、

な
お
一
層
精
進
し
、
身
体
障
害
者
福

祉
発
展
の
た
め
、
尽
力
貢
献
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

こ
と

さ
く

ら

「
箏
咲
楽
と
仲

間
た
ち
」に
よ
る
、

琴
の
演
奏
が
、
フ

ラ
の
踊
り
と
共
に

披
露
さ
れ
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

●
講
演

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ッ
プ
障
害
者
地
域

た
け

だ

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表

竹
田

た
も
つ保
氏
よ
り「
社
会
福
祉
の
歴
史
、障

が
い
者
権
利
条
約
批
准
」
な
ど
に
つ

い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
全
体
会
議

議
長
団
の
佐
藤

秀
臣
（
北
身
協

く

ど
う

た
か

し

副
会
長
）、
工
藤

隆
史
（
北
身
協

理
事
）
の
進
行
に
よ
り
全
体
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
み

つ
か
さ

泉

司（
北
身
協
常
務
理
事
）
よ

り
第
６４
回
大
会
処
理
報
告
が
行
わ

れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た

続
い
て
、
提
出
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
、議
長
よ
り「
大
会
推
進
委
員
会

で
さ
ら
に
協
議
し
、
要
望
と
し
て
ま

と
め
た
い
」と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
大
会
宣
言
提
案
・
採
択

こ
ん

じ
ゅ
ん

こ

今

順
子（
北
身
協
理
事
）か
ら
大

会
宣
言（
案
）が
読
み
上
げ
ら
れ
、
提

案
通
り
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
大
会
決
議
提
案
・
採
択

ふ
じ

た

こ
う

た

ろ
う

藤
田

孝
太
郎（
北
身
協
理
事
）に

よ
り
大
会
決
議（
案
）が
読
み
上
げ
ら

れ
、
提
案
通
り
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
次
期
開
催
地
挨
拶

議
長
団
退
任
後
、
次
期
開
催
地
で

あ
る
石
狩
市
保
健
福
祉
課
障
が
い
支

い
し

く
ら

ま
も
る

援
課
課
長

石
倉

衛
様
よ
り
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

●
閉
会
の
こ
と
ば

ど
う

ま
え

ふ
み

お

最
後
に
副
大
会
長

堂
前

文
男

（
北
身
協
理
事
）か
ら
閉
会
の
こ
と
ば

が
あ
り
、
第
６５
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
小
樽
大
会
が
終
了
し
ま
し

た
。障

が
い
者
一
一
〇
番

地
方
相
談
の
実
施

全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
小
樽

大
会
会
場
に
お
い
て
、
札
幌
弁
護
士

あ

べ

あ
き
ら

会
所
属

阿
部

泰
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
小
樽
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
、

小
樽
市
・
小
樽
市
社
会
福
祉
協
議
会
共
催
の
「
第
６５
回
全
道
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
小
樽
大
会
」
が
９
月
２５
日（
日
）「
小
樽
市
民
会
館
」
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
道
内
各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め

７
０
０
余
名
が
集
い
、
大
会
実
行
委
員
会
お
よ
び
地
元
の
協
力
に
支
え
ら

れ
、
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

「「
歴歴
史史
とと
文文
化化
がが
息息
づづ
くく
健健
康康
・・
にに
ぎぎ
わわ
いい
・・
協協
働働
のの
まま
ちち
小小
樽樽
」」でで

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
北
身
協
の
運
営
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

大
会
宣
言

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
の
年
、

全
道
各
地
か
ら
参
加
し
た
仲
間
た
ち

と
と
も
に
、
第
６５
回
全
道
身
体
障
害

者
福
祉
大
会
小
樽
大
会
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は

創
設
以
来
、
障
が
い
者
の
人
権
と
保

護
と
地
域
社
会
で
の
自
立
、
社
会
参

加
の
促
進
を
求
め
、
加
盟
団
体
と
連

携
し
て
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
本
年
４
月
、
す
べ
て
の

意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
が
、
私
た
ち
が
長
年
、
求
め
て

き
た
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
た
。

障
害
者
権
利
条
約
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
の
客
体
と
さ
れ
て
き
た

障
が
い
者
が
権
利
の
主
体
で
あ
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
障
害
の
考
え
方
を
医

学
モ
デ
ル
か
ら
社
会
モ
デ
ル
へ
と
変

え
、
障
害
を
理
由
と
し
た
差
別
を
禁

止
し
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
規
定

し
た
障
害
者
差
別
解
消
法
の
意
義
は

大
き
い
。
同
法
を
さ
ら
に
周
知
し
、

障
害
理
解
の
啓
発
促
進
の
た
め
、
私

た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
意
識
を
も
ち
、

法
律
を
地
域
へ
広
げ
大
き
く
育
て
て

い
く
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。心

を
一
つ
に
、「
私
た
ち
抜
き
に

私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」
と

掲
げ
、
障
害
者
権
利
条
約
を
採
択
し

た
誓
い
を
あ
ら
た
に
、
私
た
ち
は
障

が
い
当
事
者
団
体
の
責
務
と
し
て
、

地
域
間
格
差
の
な
い
、
着
実
な
法
整

備
の
具
現
化
を
求
め
て
い
く
。

今
日
、
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
に
集
結
す
る
私
た
ち
障
が
い
者

は
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
強
い
連
携

の
も
と
、
一
致
団
結
し
行
動
す
る
こ

と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

平
成
２８
年
９
月
２５
日

第
６５
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

小
樽
大
会

大
会
決
議

１

共
生
社
会
を
め
ざ
し
障
害
者
権

利
条
約
を
障
が
い
者
施
策
に
実
現

さ
せ
よ
う

２

す
べ
て
の
自
治
体
に
障
が
い
者

差
別
を
な
く
す
た
め
の
条
例
を
制

定
さ
せ
よ
う

３

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
を
一
層
充

実
さ
せ
よ
う

４

地
域
相
談
支
援
体
制
に
身
体
障

害
者
相
談
員
を
活
用
さ
せ
よ
う

平
成
２８
年
９
月
２５
日

第
６５
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

小
樽
大
会

第
６５
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
小
樽
大
会
に
お
け
る
提
出

議
案（
要
望
事
項
）に
つ
い
て

１

障
が
い
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
円
滑
な
利
用
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て
（
胆
振
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

本
年
４
月
よ
り
障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障
が
い
当

事
者
は
、合
理
的
配
慮
等
が
な
さ
れ
、

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
下
で
、
既
に

「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の

円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
公
共
施
設
、
大
型
商
業
施
設
、

病
院
等
に
は
障
が
い
者
等
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
障
が
い
等
が
な
い
人
が
駐
車
し

て
い
る
不
適
切
利
用
が
横
行
し
て
お

り
ま
す
。
設
置
者
も
設
置
さ
え
す
れ

ば
良
い
と
の
風
潮
が
あ
り
、
不
適
正

利
用
防
止
策
は
殆
ど
と
ら
れ
て
い
な

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
と
し

て
、
各
自
治
体
や
関
係
機
関
等
に
障

が
い
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
必
要

性
と
障
が
い
者
の
社
会
参
加
推
進
に

対
す
る
啓
蒙
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

平
成
１８
年
に
佐
賀
県
が
初
め
て
導

入
し
、
全
国
に
広
が
っ
て
現
在
は
予

定
も
含
め
て
３４
府
県
市
が
行
っ
て
い

る
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
に

つ
い
て
は
、
障
が
い
者
等
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
不
適
正
利
用
の
防
止
等
に

有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

北
海
道
に
お
い
て
も
早
期
に
導
入
さ

れ
る
よ
う
検
討
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

一 般 社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

（北のチャレンジドショップ）http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

株
式
会
社

札
幌
義
肢
製
作
所

代
表
取
締
役

関

喬

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
六
丁
目

電
話
代
表
（
〇
一
一
）
二
四
一
―
〇
九
八
六
番

道
北
義
肢
製
作
所

所

長

舛
田
裕
司

旭

川

市

五

条

通

十

二

丁

目

電

話（
〇
一
六
六
）二
四
―
五
二
三
一
番

有
限
会
社

野
坂
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目

電

話（
〇
一
一
）二
二
一
―
一
四
〇
六
番

有
限
会
社

河
笠
義
肢
製
作
所

小
樽
市
長
橋
四
丁
目
七
番
二
十
九
号

（
〇
一
三
四
）二
二
―
三
〇
四
二
番

電

話（
〇
一
三
四
）三
二
―
七
〇
〇
二
番

株
式
会
社

馬
場
義
肢
製
作
所

函
館
市
豊
川
町
一
五
の
一
七

�（
〇
一
三
八
）二
二
―
二
六
一
五
番

札
幌
市
北
区
太
平
七
条
二
丁
目

�（
〇
一
一
）七
七
四
―
三
〇
二
二
番

室
蘭
市
母
恋
北
町
一
の
三
の
六

�（
〇
一
四
三
）二
二
―
五
五
二
九
番

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

�（
〇
一
五
四
）四
一
―
三
五
四
六
番

株
式
会
社

田
村
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
東
五
丁
目

電
話（
〇
一
一
）㈹
二
〇
〇
―
二
七
七
七
番

帯
広
支
店

帯
広
市
大
通
南
十
五
丁
目
二
十
番
地

電
話（
〇
一
五
五
）二
七
―
二
四
八
九
番

有
限
会
社

美
唄
義
肢
製
作
所

代
表
取
締
役

松
田
清
勝

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
―
〇
九
三
一
番

有
限
会
社

千
葉
義
肢
製
作
所

釧

路

市

若

草

町

七

番

二

号

電

話（
〇
一
五
四
）二
二
―
〇
三
八
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
五
四
）二
五
―
九
五
八
八
番

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
四
丁
目
二
二
一
―
一
九
六

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
―
一
五
五
〇
番

会
員
募
集
中
�

北
身
協
で
は
札
幌
と
旭
川
を
除
く
全
市
町
村
で
身
体

障
害
者
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
町
村
役
場
障
が
い
担
当
窓
口
ま
で
�

北海道善行賞、北海道身体障害者福祉協会
会長表彰の受賞者のみなさん

（平成２８年１０月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
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社会福祉法人

かいせい
障がい福祉サービス事業所

ご注文承ります。
・クッキー
・シフォンケーキ
・焼き菓子、パン
・創作品
・軽作業請負

【法人本部】
〒０４０�００７１
函館市追分町５�２３�２
TEL：０１３８�４０�８９８９
FAX：０１３８�４０�７０９０

コ
メ
ン
ト

障
が
い
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

適
正
利
用
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
テ
レ
ビ
放
映
や
北
海
道
広

報
誌
へ
の
掲
載
、
商
業
施
設
の
デ
ジ

タ
ル
看
板
や
金
融
機
関
等
に
チ
ラ
シ

を
据
え
置
く
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
道
内

１
０
０
以
上
の
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
」
全
店
舗
と
札
幌
市
内
の
「
イ
オ

ン
」
全
１９
店
舗
、
全
道
の
運
転
免
許

試
験
場
や
免
許
更
新
セ
ン
タ
ー
に
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
掲
示
し
、
多
く
の

方
々
に
適
正
利
用
を
呼
び
か
け
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
導
入
県
に

お
い
て
、
内
部
障
が
い
者
が
駐
車
し

や
す
く
な
る
一
方
、
乗
降
場
所
が
必

要
な
方
が
か
え
っ
て
駐
車
で
き
な
い

な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

や
、
不
適
正
利
用
が
減
少
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
制
度

導
入
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

２

高
速
自
動
車
道
の
障
害
者
割

引
に
関
す
る
件

（
登
別
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

再
三
・
再
四
に
わ
た
り
、
要
望
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
地
に
は
専

門
性
の
高
い
病
院
や
治
療
の
難
し
い

病
気
等
の
診
察
が
可
能
な
病
院
が
な

く
、
札
幌
市
内
の
専
門
病
院
ま
で
通

院
し
て
い
る
人
が
多
く
お
り
ま
す
。

自
分
の
車
を
持
っ
て
い
な
い
人
も

多
く
、
高
速
道
路
割
引
の
適
用
を
受

け
た
車
両
が
１
台
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
大
変
不
便
を
き
た
し
て
お

り
ま
す
。

以
前
に
何
ら
か
の
事
象
に
よ
り
現

行
制
度
へ
改
め
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
、
今
一
度
、
障
害
者
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
人
が
同
乗
し
た
車
両
を
１

台
に
限
定
せ
ず
複
数
台
に
緩
和
し
て

い
た
だ
き
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
遠

距
離
通
院
が
可
能
に
な
る
た
め
の
、

高
速
道
路
割
引
に
お
け
る
適
用
範
囲

の
拡
大
を
、
切
望
し
ま
す
。

コ
メ
ン
ト

現
行
、
割
引
対
象
自
動
車
は
、
障

が
い
者
１
人
に
つ
き
１
台
と
限
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
介
護
者
が

運
転
す
る
場
合
、
複
数
の
介
護
者
の

協
力
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
有
す

る
自
動
車
を
利
用
し
て
移
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
障
が
い
者
の

方
々
の
必
要
な
外
出
や
、
よ
り
積
極

的
な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に

も
、
障
が
い
者
の
手
帳
の
提
示
等
に

よ
り
確
認
す
る
な
ど
、
複
数
の
自
動

車
を
利
用
で
き
る
よ
う
東
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
北
海
道
支
社
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
適
用
範
囲
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
取
組
み

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
に
対
し
、
関

係
機
関
に
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

３

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方

の
た
め
の
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
援
助
が
必
要

な
方
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

現
在
、
東
京
都
や
京
都
府
を
は
じ

め
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
は
予
定
も
含
め
て
１２
都
府
県

市
に
上
り
ま
す
。

こ
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
目
的
は
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が
身

に
着
け
る
こ
と
で
、
周
囲
の
方
に
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ー
ク
で
す
。

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い

る
方
、
内
部
障
が
い
や
難
病
の
方
、

ま
た
は
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
方
が
い

ま
す
。

外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、
疲

れ
や
す
か
っ
た
り
、
つ
り
革
に
つ
か

ま
り
続
け
る
な
ど
の
同
じ
姿
勢
を
保

つ
こ
と
が
困
難
な
方
が
い
ま
す
。
ま

た
、外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
た
め
、

優
先
席
に
座
っ
て
い
る
と
不
審
な
目

で
見
ら
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

交
通
機
関
の
事
故
等
、
突
発
的
な

出
来
事
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
や
、
立
ち
上

が
る
、
歩
く
、
階
段
の
昇
降
な
ど
の

動
作
が
困
難
な
方
が
い
ま
す
。

視
覚
や
聴
覚
に
障
害
が
あ
り
、
状

況
把
握
が
難
し
い
方
、
肢
体
に
障
害

が
あ
り
、
自
力
で
の
迅
速
な
非
難
が

困
難
な
方
な
ど
様
々
な
方
が
い
ま

す
。そ

う
し
た
方
々
が
、
周
囲
の
方
の

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
が
得
や
す
く

な
る
よ
う
、「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」を
作

成
し
、
普
及
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。

コ
メ
ン
ト

道
で
は
、
本
年
４
月
１
日
の
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」
の
施
行
も
踏
ま

え
、
内
部
障
が
い
や
難
病
を
お
持
ち

の
方
な
ど
、
外
見
か
ら
は
配
慮
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
方

が
、
周
囲
の
方
々
に
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で

援
助
を
得
や
す
く
な
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
関
係
団
体
な
ど
の
ご
意
見

も
伺
い
な
が
ら
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の

導
入
も
含
め
た
必
要
な
取
組
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

派
遣
事
業
の
利
用
に
つ

い
て

み
な
さ
ま
の
ご
家
族
や
ご
近
所
の

視
覚
障
が
い
者
の
中
で
、
耳
の
聞
こ

え
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
人
、
あ

る
い
は
聴
覚
障
が
い
者
の
中
で
、
目

が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
人
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

当
協
会
で
は
、
在
宅
の
視
覚
と
聴

覚
に
重
複
し
て
障
が
い
が
あ
る
方

（
盲
ろ
う
者
）
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
移
動
の
支
援
を
行
う
「
通

訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

も
し
、
身
近
に「
盲
ろ
う
者
」の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
こ
の
事
業
が

通
院
や
買
い
物

な
ど
に
利
用
で

き
る
こ
と
を
お

伝
え
い
た
だ

き
、
当
協
会
に

も
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま

す
。
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編
集
部
か
ら
の
お
願
い

一
、
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

２５
日
ま
で
の
受
付
と
い
た
し
ま
す
。

二
、
作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
を
明
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

三
、
一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
、
必
ず
ル
ビ
を
付
け
て
い
た

だ
く
よ
う
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ああ
とと
がが
きき

機
関
誌
７
５
１
号
は
、
第
６５

回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

小
樽
大
会
を
特
集
し
ま
し
た
。

次
号
で
は
、
全
国
の
障
が
い

者
週
間
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

にっしんれん収益事業 http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／cgi�bin＿1／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

皮
革
工
芸
作
業
・
オ
ー
ダ
品
作
製
・
刻
印
作
業
・
バ
ッ
ク
の
直
し
作
業

箔
押
・
彫
刻
ネ
ー
ム
作
業
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
・
印
刷
作
業

NPO
法 人

砂

川

つ

ば

さ

砂
川
市
東
五
条
南
四
丁
目
二－

一
二

砂
川
市
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
内

電

話
（
〇
一
二
五
―
五
二
―
二
八
五
五
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
二
五
―
七
四
―
六
九
三
六
）

だ
れ
も
が
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

ご
利
用
者
様
と
伴
に
歩
め
る
介
護
ヘ
ル
パ
ー
募
集
中
！
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例えば

（２）（第７５１号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２８年１０月２５日）


